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MPS-MIND（環境インジケーター）について 

1 はじめに 
MPS-ABC での環境負荷程度の評価と認証資格ランクの判定において、参加者が使⽤した農薬の有
効成分の合計量は、農薬に多くのポイントが割り振られているため⾮常に重要です。ここで、それ
ぞれの有効成分の⼈間や環境に及ぼす影響の⼤きさには違いがあることを認識しておかなければな
りません。そこで、「MPS の環境（蘭語：Milieu）インジケーター（INDicator）」を意味する
「MPS-MIND」が開発されました。 
MPS-MIND は化学物質の（⼈間を含む）環境への影響に基づいて、農薬の有効成分を⾚、オレン
ジ（Amber）、緑に分類します。有効成分の重量が同じとき、環境への影響が低い農薬は緑に分類
され、影響が⾼い農薬は⾚に分類されます。 
MPS-ABC での農薬使⽤量の評価は、以下の 2 つの要素に基づいています。 

1. 有効成分の環境への影響の⼤きさ 
2. 有効成分換算の使⽤量 

例えば、⾮常に環境毒性が強い農薬でも、ごく少量使⽤するだけであれば環境への影響は最⼩限に
抑えられます。逆に、環境毒性が低めの農薬であっても、頻繁に⼤量に使⽤すると、環境に深刻で
壊滅的な影響を及ぼす可能性があります。つまり、毒性の低い農薬でも⼤量に使⽤すれば、毒性の
⾼い農薬に匹敵する環境への影響が⽣じる可能性があります。 
MPS-ABC は環境に対する最適な対応を基準として花き⽣産活動を評価しますので、農薬の使⽤に
関して、参加者は使⽤量の削減とともに環境への影響が少ない薬剤を選択することが推奨されま
す。それが環境への影響を総合的に減らしてゆくことにつながります。 

1.1 MPS-MIND の⽬的 
MPS-MIND（MPS 環境インジケーター）は以下の⽬的で使⽤されます。 
• MPS-MIND は参加者に対し、使⽤する農薬の環境影響の違いに関する情報を提供することを
⽬的としています。 
• MPS-MIND は参加者が環境リスクを最⼩限に抑えながら、可能な限り少ない農薬（有効成分
量）を使⽤するように促します。 
• MPS-MIND は農薬の潜在的な環境リスクを⽰します。これは実際の環境への影響を測定する
指標ではなく、また、それぞれの製品で定められた使⽤基準に代わるものでもありません。 
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1.2 MPS-MIND の分類に関わる要因 
有効成分はそれぞれ、以下の要因に基づいて分類されます。 

1. 毒性：⼈間、動物、⿃類、⽔⽣⽣物、⼟壌⽣物、および天敵に対する毒性。急性影響と
⻑期影響（慢性影響など）の両⽅を考慮します。 

2. 残留性：化学物質が環境中に残留する期間が⻑いほど、その有害特性によりヒトや環境
に影響を及ぼすリスクが⾼まります。その物質の⾷物連鎖における分解または蓄積を考
慮に⼊れます。 

3. 移動性：⽔および空気を介して移動し拡散するリスクです。この性質が⾼いほど、使⽤
した農場外での環境に対するリスクが⾼まります。 

4. ⽴地要因：農薬の環境影響は、栽培場所の⽴地要因（施設内または露地、地植えまたは
容器栽培、⽔や空気の循環、気温、年間降⾬量、地表⽔までの距離など）にも左右され
ます。これらの要因は、さまざまな計算において考慮されます。 

1.3 計算モデル 
MPS-MIND の計算モデルでは、さまざまな要素が数値化されます。農薬の有効成分の特性につ
いて MPS⾃⾝が評価を⾏うことはなく、その代わり、信頼できる情報源から得られた情報を計
算に利⽤します。計算では、それぞれの有効成分に関連するリスクを明確に表現するために、
利⽤可能な最も信頼性の⾼い情報が収集されます。これらの情報には、化学物質の特性を表す
値のほか、リスクや健康被害に関する警告など、他の指標における分類が含まれる場合があり
ます。 

2 MPS-MIND における有効成分の⾊分け 
左の図は有効成分への⾊の割り当てプロセスを
⽰しています。Eスコアに基づいて、農薬の有
効成分に「緑」、「オレンジ」、「⾚」のいずれか
の⾊が割り当てられます。 
環境リスクが全くないか⾮常に低い有効成分に
は、Eスコアに基づく振り分けとは別に「⽩」
が割り当てられ、MPS 使⽤禁⽌化学物質のリ
ストに記載されている有効成分には「⿊」が割
り当てられます。 
「⿊」の有効成分を含む農薬を MPS 認証参加
者は使⽤してはなりません。 

3 E スコア 
Eスコアは、農薬の有効成分を⾊分けするために計算された値です。Eスコアが⾼いほど、その有
効成分の潜在的な環境リスクは⾼いことが⽰されています。 
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Eスコアは以下の式で計算されます。 
Eスコア＝（毒性＋残留性）×移動係数 

毒性の値は以下の 6つの要素で構成されます。 
対象⽣物（最⼤ポイント） 
・哺乳類・⼈間（10） 
・上記への慢性毒性（10） 
・⿃類（10） 
・ハチなどの有益⽣物（10） 
・⼟壌⽣物（10） 
・⽔⽣⽣物（10） 
合計：60ポイント 

残留性の値は 2 つの要素で構成されます。 
物質の特性（最⼤ポイント） 
・分解速度（30） 
・⽣体内蓄積（20） 
合計：50ポイント 

移動係数は以下の 2 つの要素をもとに決定されます。 
・⽔中での移動性 
・⼤気中での移動性 
それぞれの要素を 50％ずつ反映し、0.8〜2.0の範囲の移動係数とする 

4 環境ゾーン（EZ） 
農薬の使⽤に際し、使⽤場所の⽴地要因が環境リスクに⼤きく影響を与えます。特に地表⽔（河川
や湖沼など）への距離とドリフト防⽌措置が最も影響⼒のある要因です。MPS-ABC では、以下の
⽴地要因を重要かつ検証可能なものとして取り上げています。 

• 最も近い地表⽔までの距離 
• 施設内での栽培 
• 防⾵垣やドリフト防⽌措置 
• 地下⽔までの深さ 
• 圃場内の傾斜による⼟壌流出 
• ⼟壌の種類による化学物質の流亡 
• 年間の降⾬量と季節による分布 
• 平均気温 

 
使⽤された農薬の MPS-MIND 分類に⽴地要因を考慮に⼊れるため、類似した⽴地要因を持つ⽣産
場所は環境ゾーン（Environmental Zones）と呼ぶグループにまとめています。MPS-ABC 参加者
は、栽培場所に関する質問への回答に基づいて、それぞれの環境ゾーンに分類されます。 
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MPS 環境ゾーン（EZ） 
1. EZ-1：⽔⽣⽣物および⼟壌⽣物への影響が重要でない乾燥環境。⽔中の移動性は、空気中の
移動性よりも重要度が低い。 
例として、⾮常に乾燥した場所にある閉鎖系の栽培施設が挙げられます。 

2. EZ-2：⽔⽣⽣物への影響は重要でないが、⼟壌⽣物への影響はやや重要である乾燥環境。⽔
中の移動性は、空気中の移動性よりも重要度が低い。 
例として、⾮常に乾燥した場所にある⾮閉鎖系の温室または露地栽培栽が挙げられます。 

3. EZ-3：地表⽔および⼟壌から隔離されている環境。ただし、使⽤した農薬が気散して⽔⽣⽣
物と接触する可能性はある。⽔中の移動性は空気中の移動性よりも重要度が低い。 
例として、地表⽔が存在する環境における閉鎖系の栽培施設が挙げられます。 

4. EZ-4：地表⽔からは隔離されているが、⼟壌および地下⽔からは隔離されていない環境。場
合により、使⽤した農薬が地表⽔を直接汚染する可能性もある。この環境ゾーンでは、空気中
の移動性も⽔中の移動性と同様に重要です。 
例として、川や池に接していない温室や⽐較的乾燥した場所での露地栽培が挙げられます。 

5. EZ-5：ある程度地表⽔から隔離されているが、⼟壌からは隔離されておらず、地下⽔位が⾼
い環境。この環境ゾーンでは、⽔中の移動性が空気中の移動性よりも重要です。 
例として、川や池が多い環境での露地栽培、川や池と隣接しているが温室内またはドリフト防
⽌措置がなされている露地栽培が挙げられます。 

6. EZ-6：地表⽔にも地下⽔にも近接した環境。使⽤した農薬の流出リスクと⽔⽣⽣物への影響
の両⽅が重要です。 
例として、⽔が豊富な場所での苗⽊や球根の栽培が挙げられます。 

 
 
 
これは MPS 財団による⽂書「Information-document-MPS-MIND-2」の、MPS ジャパン株式会社による⽇本語訳です。 
この⽂書のいかなる部分も、MPS ジャパン株式会社の事前の承諾なしにコピーや掲載を禁⽌します。 


